
前
倒
綱
紀
の
命
に
よ
っ
て
資
生
大
夫
に
入
門
す
る
に
一
と
あ
る
が
、
勿
論
硲
加
で
あ
る
。

及
び
、
制

緩

円

前

に

資

生

読

に

問

し

た

。

一

モ
ロ
ハ
シ
J
ジ
口
へ
エ

諸
橋
の
次
郎
兵
衛

以

モ
ロ
ハ
シ
が

ハ

諸

橋
川

↓
マ

へ
ナ
ミ
ガ
ハ
一
京
消
前
披
の
古
い
百
姓
で
、
多
く
の
文
部
を
似
へ

、

前
披
川

。

一

そ

の
中
に
文
臨
二
年
六
且
十
三
日
公
文
家
鱗
等
在
判

モ
ロ
ハ
シ
ゴ
ウ

諸
橋
郷
臨
南
部
に
図
し
、
滞
一
の
諸
橋
大
郷
同
録
、
間
年
七
且
諮
問
本
郷
稲
荷
{
呂
耐

政
時
代
で
は
、
山
中
・巾
・
伸
被
・前
彼
・
宇
加
川
・
明
一
役
注
文
、
天
正
中
の
損
井
仰
巾
・三
宅
制
後
・長
血
目
前

千
寺
・古
君
・
大
山
川
・竹
原
・鵜
川
・
小
山山
・七
海
・矢
一
等
辿
判
の
樫
紋
倣
泌
が
あ
る
。
前
川
刺
袋
入
凶
間
以
後

彼
・彼
掛
・際
彼
・
字
出
品
伸
・
字
削
搾
山
免
・
宇
出
陣
新
一
お
に
斡
旋
L
、
天
班
十
一
年
十
二
月
別
日
結
締
村
竹
川

町
・臨
披
品
川
良
・中
谷
町

H
一
ヶ
村
を
含
ん
で
民
た
。
一
之
内
hv・
以
て
二
十
的
責
扶
持
せ
ら
れ
、
隠日目
巾
十
村

モ
ロ
ハ
シ
ゴ
ン
ノ
シ
ン

諸
穏
健
準
加
賀
踏
の
一
役
と
な
り
、
二
代
次
郎
兵
術
亦
之
を
続
い
だ
が
、
三

能
大
夫
総
締
氏
は
多
く
椴
加
を
襲
名
し
た
。
そ
の
凶
一
代
次
郎
兵
山
酬
の
昨
日
水
路
二
部
十
村
中
仏
怖
か
れ
た
。
こ

代
披
踏
む
釘
矢
は
焔
姿
水
で
、
前
名
校
長
治
と
い
う

一
の
次
郎
兵
衛
延
政
二
年
八
且
病
裂
し
て
、
四
代
久
間

た
が
、
放
帥
山
知
山
め
内
存
益
子
と
し
て
安
永
八
年
九
月
一
郎
は
持
前
之
内
武
松
山
出
荷
扶
持
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

召
出
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け
、
臨
之
加
と
い
ひ
二
っ
た
。

伎
に
税
法
と
な
っ
て
文
化
六
年
八
且
に
裂
し
た
。
一

モ
ロ
ハ
シ
ノ
ス

ワ
シ
ヤ

諸
橋
の
諏
訪
位

以
来

モ
ロ
ハ
シ
ノ
イ
ツ
ポ
ン
ギ

諸
橋
の

一
本
木

鼠
一
郎
前
彼
と
抑
設
と
に
雨
祉
存
し
た
が
、
共
に
諸
般
六

荒
川
州
前
披
の
説
訟
に
あ
っ
た
o
徳
山
官
名
跡
志
に
『
向
一
郷
町
桐
荷
枇
の
町
田
枇
で
あ
っ
た
o
党
保
山
稲
荷
枇
巾
淡

の
附
に
諾
織
の
一
本
木
と
て
不
思
践
の
大
木
あ
り
o
一
記
に
、
『
上
諏
紡
・下
諏
訪
と
て
隔
制
有
之
。
上
の
諏

若
狭
の
白
比
肝
尼
の
舶
ゑ
し
と
て
、
槻
な
れ
ど
も
鋭
一
前
は
下
の
方
に
有
之
、

一
本
木
敵
前
と
も
呼
べ
・
り
。

白
山
阿
波
せ
し
也
。
蹄
に
い
ふ
、
艇
の
千
依
な
り
て
一
前
披
村
別
川
賢
岐
持
分
の
枇
な
り
。
一
ト
の
諏
防
は
上

も
木
は
槻
の
木
と
い
ふ
は
、
此
の
木
の
こ
と
な
り
。
一
之
方
に
有
之
、
武
戸
の
撤
前
と
も
呼
べ

0
0
仲
故
村

-E
々
。
秘
に
一
本
木
に
て
、
外
に
草
生
せ
ぬ
民
砂
の
一
郎
一
側
一
例
内
持
分
之
制
な
り
。
』
と
あ
る
。
後
者
は
今
の

mm躍
に
あ
る
大
木
な
り
o
A
U
上
一
つ
の
奇
特
あ
り
。
一
仲
彼
撤
紡
訓
枇
で
あ
り
、
前
者
は
別
国
務
総
の
一
本

近
年
此
木
枯
れ
た
り
。
』
と
あ
る
が
、
廻
り
三
丈
俄
の
一
木
め
あ
っ
た
加
に
邸
臨
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

綜
，
木
で
、
花
延
三
年
八
月
什
二
日
の
夜
大
風
に
倒
一

モ
ロ
ハ
シ
ノ
ナ
ナ
ナ

Z

諸
橋
の
七
波

臥
主
部

れ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
o
こ
の
村
土
中
に
大
石
二
つ

一
諸
般
郷
中
に
邸
す
る
披
の
芋
を
有
す
る
諸
村
奇
数
へ

あ
っ
て
、
そ
の
聞
か
ら
土
然
低
の
破
片
な
ど
宏
出
し
一
た
も
の
。
限
設
・彼
磁
・矢
披・
前
披
・紳
技
能
抽
出
・
内

た

と

あ

ろ

。

一

被

を

い

」

o

内

彼

は

今

川

出

披

の

校

村

と

な

っ

て

ゐ

る

。

モ
ロ
ハ
シ
ノ
イ
ン
セ
キ

諸
積
の
陰
石

臥
京
都
一

モ
ロ
ハ
シ
/
ナ
ナ
フ
シ
ギ

諸
橋
の
七
不
思
議

!

"7
7
-

仲
故
に
存
す
る
。
能
営
誌
に
、『
仲
故
村
の
往
来
に
山
間
一
風
京
消
諸
般
郷
に
七
不
思
訴
と
い
」
な
政
へ
る
。
能

石
と
て
陰
門
の
あ
る
石
あ
り
o
是
は
一
糾
石
に
て
、
此
一
呂
田
誌
に
、『
諸
橋
の
七
不
恩
給
と
て
、

一
に
は
天
の
平

行
あ
る
が
放
に
そ

ロ
ハ
ヂ
と
い
へ
る
も
官
、
文
字
は
鰭
一
念
、
是
神
代
の

mm物
に
て
土
地
を
穿
て
ば
出
る
o
二

栂
と
訟
な
し
、
郷
名
と
も
成
れ
り
と
い
ひ
偲
へ
り
。
』
一
に

m仰
の
物
一
年
に
一
仰
度
釘
る
。

一一
一
に
諸
椀
刻
と
て

毛
ロ

モ
ロ
ハ
シ
ロ
h
y
ゴ

ウ

諸

橋
六
郷

以
}
甲
山
仰
に
臨

す
る
。
文
限
二
年
六
月
の
諮
総
六
郷

m数
阿
録
に
、

総
総
本
郷
・
阿
山
村
山
民
・
同
時
披
古
君
・
路
島
・字
削
津
を

載
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
初
は
こ
のムハ
ヶ
村
を
指
し
て
い

う
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
巾
阿
品
円
良
は
後

m
mの
一

部
と
な
り
、
脳
品
〈
間
白
川
)
は
膝
故
の
散
村
と
な
っ
た
。

森
山
存
次
は
こ
の
六
回
加
を
、
問
年
七
月
の
給
総
本
郷

新
術
{
臼
御
訓
役
，
注
文
に
よ
り
、
務
総
本
郷

・
阿
合

山民
・郎
前
・古
君
・泌
鵬
・際
加
・字
削
初
で
あ
る
と
し
、

臨
組
州
除
に
上
到
茂
六
郷
ハ
本
郷

f
千
三
人
一
百
々
と
あ

別
に
一
一
利
あ
り
。
聞
に
十
月
よ

0
容
に
か
け
て
、
水

仙
花
山
野
に

H

削
ち
て
段
低
る
o
r
A
に
阪
の
況
や
一
生
ず

る
槻
の
木
あ
り
。
六
に
跡
石
あ
り
、
打
て
ば
鳴
る
こ

と
釘
の
如
L
o
是
は
叩
朽
の
北
ニ
バ
北
の
佐
谷
の
内

に
在
。
。
七
に
土
問
司石
と
て
、
叩
村
に
夜
侍
火
の
絞

る
L
石
あ
り
。
』
と
犯
す
る
。

モ
ロ
ハ
シ
ホ

諸
矯
保

以
平
号制
に
在
っ
た
。
永

久
三
年
注
泌
の
能
税
同
川
敏
円
銑
に
、『諸
舵
係
、
官

町
一
段
、
述
治
元

4
t・努
以
』
と
あ
る
。
似
し
こ
の

建
治
は
政
久
の
後
で
あ
る
か
ら
、
原
本
応
税
お
と
思

は
れ
る
。
取
鍛
m
u
H
M
三
年
r
A
H
n
H
七
日
の
僚
に
去
。

『
新
山
崎
若
松
令
v

附
-一佐
木
所
-m脚
。
抗
後

tM-一
御
前
之

口
(
以
=
能
昌
明
附
締
結
保
司
若
宮
別
氾
法
印
被
v
避
。

工
際
三
郎
左
術
門
附
光
器
お
=
御
伎
一
相
州
御
訟
云
。

今
度
男
子
平
夜
、
併
防
ν

致
=
法
駿
-
也
。
就
巾
衆
日

之
仰
一

一山・雌号制
迩
「
不
自
日
守
口
約
之
及
既
↓
一
苫
々
。
』
こ

の
刺
州
は
北
僚
時
制
、
川
住
の
男
子
は
時
宗
、
飯
合

の
若
宮
入
附
加
治
は
降
排
で
、
阪
排
が
時
宗
誕
生
め

際
新
日
制
止ザド
試
み
、
日
っ
そ
の
時
円
吟
言
ひ
杭
て
た
の

で
、
時
制
恥
ら
総
統
保
や
旧
田
氏
せ
ら
れ
た
こ
と
青
山
品

川附す
ろ。

モ
ロ
ハ
シ
ホ
ン
ゴ
ウ

諮
福
本
郷
』
そ
ロ
ハ
シ

u
n作J

明。
号
車

、、E
A

』、

J

Z」
-
J

る
を
例
と
し
て
、
本
剛
却
を
除
い
た
他
の
六
今
村
と
し

て
蹄
ろ
が
従
ひ
得
ぬ
。
詩
情
も
川
政
門
録
に
阿
品
門
出

血
加
と
共
に
上
=
一
郷
と
し
て
ゐ
ろ
か
ら
、
六
郷
の
中

に
蚊
ふ
べ
き
で
あ
。
、
附
し
て
彼
雌

・
際
抽
出
は
廿
川
川

路
島
の
一
部
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
然
る
に

天
文
一
河
川
悼
の
諾
締
六
郷
税
数
注
文
に
京
つ
て
は
、
ゃ

な
み
・
古
君
・
結
締
本
郷
・
諸
般
の
内
明
干
寺
・か
ぶ

と
・か
な
み
・山
川
八
よ相
・
字
問
律
・
際
披
は
な
み
-

m踊
川
を
m
hけ
、
又
同
年
白
磁
胞
に
組内
部
六
郷
衆
と
し

て
、
郎
被
・何
良
・阿
合
良
・
詩
舵
土
口
君
・山
中
・し
つ

み
・鵜
川・
や
仕
み
・技
能
・
阪
彼
・
円
ナ
川
総
・山
凶
の
人

人
を
縦
せ
て
ゐ
る
か
ら
、
次
第
に
そ
の
飽
闘
が
協
大

せ
ら
れ
た
も
の
と
見
え
る
。
併
し
父
天
正
十
一
年
八

月
甘
九
日
前

m利
家
が
穴
水
域
暫
訟
の
お
産
拠
に
鍬

を
持
っ
て
服
役
せ
よ
と
命
じ
た
知
加
の
務
総
六
郷

は
、
さ
号
し
た
挺
範
刷
を
さ
す
も
の
と
も
岡
山
は
れ

ぬ
o
X前
披
の
六
合
稲
荷
別
耐
の
祉

mmに
、
佐
丙
は

諸
橋
・南
北
・=
一井
・山
間
・
上
町
野
・下
町
野
を
惣
脱

し
て
六
棚
田
と
い
う
た
と
促
す
が
、
そ
れ
は
郡
山
で
あ

る
ま
い
。

モ
ロ
ハ
シ
ロ
ヲ
ゴ
ウ
シ
ヤ

諸
橋
六
合
社

民
間

郡
山
川
悦
な
る
今
の
韓
同
級
制
刷
抑
制
御
副
そ
、
古
〈
は
日
目
的

六
合
耐
と
い
う
た
。
六
合
は
六
郷
の
併
字
で
あ
ろ
。

モ
ロ
ヲ
カ
諮
問

臥
雫
令部
門
前
・
定
問・

消
水
・

開
山
附
や
一
も
と
諮
問
村
と
秘
し
た
と
い
ひ
、
提
言
宗
治

間
帯
が
そ
こ
に
在
っ
た
。
諮
問
村
文
は
諮
居
村
の
名

は
水
利
・
烹
徳
等
の
文
mu
に
見
え
、
天
正
十
三
年
七

月
日
四
日
附
前
回
利
家
の
判
明
町
に
も
、『
祭
野
大
徳
寺

塔
一
山
肌
(
臨
院
領
之
革
、
如
先
制
担
能
州
臥
宅
部
之
内
総

問
村
以
年
武
百
石
、
鈎
休
叫
制
近
出
田
新
官
官
進
、
永
代
可

致
所
務
者
也
。
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
向
こ
の
村
名

が
存
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

モ
ロ
ヲ
カ
ジ

諮
問
寺

ま
た
諸
岳
寺
と
も
位
〈
。


